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【出願番号】特願2010-113209(P2010-113209)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月14日(2013.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクを吐出する記録ヘッドを用い記録媒体にインクを吐出して記録を行うインクジェ
ット記録装置であって、
　画像が記録された記録媒体を乾燥させる乾燥手段と、
　前記乾燥手段によって乾燥された前記記録媒体を、当該記録媒体における含水量が周囲
環境との関係で平衡状態となるよう加湿する加湿手段と、
　前記加湿手段によって加湿された前記記録媒体を測色する測色手段と、
　前記測色手段による測色の結果に基づいて、記録特性の校正を行う校正手段と、
を有することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記加湿手段は、周囲環境よりも高い湿度雰囲気を有し、その中で前記記録媒体の含水
量を周囲環境における平衡状態に到達させることができる加湿空間を備えることを特徴と
する請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記記録媒体を、前記乾燥手段により乾燥させた後、前記加湿手段により所定時間にわ
たって加湿してから、前記測色手段により測色するように制御する制御手段をさらに含む
ことを特徴とする請求項１または２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記所定時間は、前記加湿手段により、前記記録媒体の含水量を周囲環境における平衡
状態に到達させるために設定する時間であることを特徴とする請求項３に記載のインクジ
ェット記録装置。
【請求項５】
　インクジェット記録装置内で前記記録媒体を搬送するための搬送手段をさらに備えるこ
とを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　前記搬送手段により、前記加湿手段は、前記記録媒体を搬送しながら加湿することが可
能であることを特徴とする請求項５に記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記加湿手段は、前記記録媒体の測色面に接触するインクジェット記録装置の構成部材
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を待避させて前記測色面と前記構成部材とを離間させ、その後、前記測色面と前記構成部
材とを再接触させることのできる手段をさらに含むことを特徴とする請求項１から５のい
ずれか一項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　インクジェット記録方式により画像が記録された記録媒体を乾燥させる乾燥ステップと
、
　乾燥ステップにより乾燥された前記記録媒体を加湿する加湿ステップと、
　加湿ステップにより加湿された前記記録媒体を測色する測色ステップと、
　測色ステップによる測色の結果に基づいて、記録特性の校正を行う校正ステップと、
を備えることを特徴とする、インクジェット記録装置の校正方法。
【請求項９】
　前記加湿ステップは、周囲環境よりも高い湿度雰囲気を有し、その中で前記記録媒体の
含水量を周囲環境における平衡状態に到達させることができる加湿空間内で行われること
を特徴とする請求項８に記載のインクジェット記録装置の校正方法。
【請求項１０】
　前記加湿ステップは、前記記録媒体の含水量を周囲環境における平衡状態に到達させる
ために設定する所定時間にわたって行われることを特徴とする請求項８または９に記載の
インクジェット記録装置の校正方法。
【請求項１１】
　前記加湿ステップの前記加湿は、前記記録媒体を搬送しながら行われることを特徴とす
る請求項８から１０のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置の校正方法。
【請求項１２】
　前記加湿ステップは、周囲環境よりも高い湿度雰囲気を有し、その中で前記記録媒体の
含水量を周囲環境における平衡状態に到達させることができる加湿空間内で行われ、かつ
、前記記録媒体の含水量を周囲環境における平衡状態に到達させるために設定する所定時
間にわたって行われ、
　前記加湿ステップの前記加湿は、前記記録媒体を搬送しながら行われ、
　前記搬送は、前記加湿空間の搬送方向の長さにわたって、前記所定時間に基づく速度で
前記記録媒体を搬送することにより行われることを特徴とする請求項８に記載のインクジ
ェット記録装置の校正方法。
【請求項１３】
　前記加湿ステップの前記加湿は、前記記録媒体の搬送を停止した状態で行われることを
特徴とする請求項８から１０のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置の校正方法
。
【請求項１４】
　インクジェット記録方式により画像が記録された記録媒体を乾燥させる乾燥手段と、前
記乾燥手段によって乾燥された前記記録媒体を当該記録媒体における含水量が周囲環境と
の関係で平衡状態となるよう加湿する加湿手段と、前記加湿手段によって加湿された前記
記録媒体を測色する測色手段と、前記測色手段による測色の結果に基づいて、記録特性の
校正を行う校正手段と、インクジェット記録装置内で前記記録媒体を搬送するための搬送
手段と、を有するインクジェット記録装置の校正方法であって、
　画像が記録された記録媒体を乾燥させる乾燥ステップと、当該乾燥ステップにより乾燥
された前記記録媒体を加湿する加湿ステップと、当該加湿ステップにより加湿された前記
記録媒体を測色する測色ステップと、当該測色ステップによる測色の結果に基づいて記録
特性の校正を行う校正ステップと、を備え、
　前記加湿ステップは、前記記録媒体の搬送を停止する停止ステップと、前記記録媒体の
測色面に接触する前記インクジェット記録装置の構成部材を待避させて前記測色面と前記
構成部材とを離間させる離間ステップと、離間させた前記測色面と前記構成部材とを再接
触させる再接触ステップと、前記記録媒体の搬送を再開するステップと、
を含むことを特徴とするインクジェット記録装置の校正方法。
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